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小

“皆本

i篭厚生病院

松板厚生病院
北勢病院

北勢会なでしこ 1

総合,さ療センター

ひなが

F屁厚生病院
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市Ъ喜者I嚇活弐支

=セ
ンターひびきのテリ用者で2007

三 [ヽ成した言癸グループ.メ ッt― ジや歌を
=し

て 指■鴫が

いへの理げを社会に深あてもらうことを目的とし 聞いてt,た

だく言さん■障がいのあるなしを越えて前にきに生きていくと

いう気
=ち

を伝えたいとに言tしてt,ま す.

こtrヨ の景■●主は 会場のきさんも―■にまつていただき

温かい気持ち|[な つた■で 大会をヽえることができました
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「精神障かいとn●正道路交通法J■1=■JF■つ■■|かんなど
'

|お師 独立i政法人□立病院慢猜 予同でんかん 神経医療センター 欠保田 実幹先生

て●●ん莞たにょる●
=ヽ

コ・
●があり 過●の万●ら,=tt≡ ● [道 :‐趣法o■,25年

5月 ■■き■ました このことこより 亘OE三 こ支
=こ

及ます可lt i●ある,■■3う万 こと,

■ とのよう●■
=oあ

.● ●でしさう0.詢■内害の一ヨにつt,てご
=言

します

鸞|■1の 質
`■

|・・・
「ヽか[き ■t■¬■■1='

コ覚●[■●ころヽ■■ 発午こより意識卜言ヌぼEピ]垣害を

もたら,局気 ビ
=,二

等D,全な[,こ更■を及ヨ,■ア:=
ある病■1■合夫韮症 そう0つ

「
讐f■言 τんrlんなど

'介:「 ヌ■● 3見雇する訂,][て昴
=言

ア|′ヨー 1庁■ ■
「

おヽん又ま覚tt,IIのや号言

■デ●,t「 ■t.111.■ 許:1■ ●

`=●

●キ■` 1●
=|.r●

|

ヨ菖1車■0,全な遣
=こ

を言・・ 認モ 予
==[じ

又ま操rCtヽ,■ ,o言 :ヵを■く症よがなけ,■ ま

取得■更新コ i=す。EF暮三τま｀■0と おりとなつてtヽます.

ゼ互0■刀,Fり
=■

言化,る見込みがない と医師●1診十した場合

■■X三 ま7定 E工 [支 ECあ ろ
=状

を再発するらそれがヽいJとこ:T,診 [Ft t侵
=

:こ■う言 X年■こ島:=埴L檜亘が必要で 41続的に診真を
=当

しItヽ
=主 =医

,X三イ|こ再
=

診げ書を■■‐ こととなります 更■詩¬とはヨ■なく診∫
=● =吾 =す

.:

tお て●●んの;合 ま景ヽ■■■
=つ

三年 発作●,F.こよつてE=が,,られてtヽます.

1,■ |■ ■■■t● ■,「 ■ ,■ ■111
t=i:=C,=]● 員千すると■に 公●

=曇
会,ら言正

`睛
■に閂,る質ヨ ‐・あります.

EI・ rΞ さをした場合ま
=員

|ザ うJま ,11年以●●■■又ま
==万

平し下,冨全こ卜;=に ,

ビ:,が[言:,る ことが危■と=■ ン t=ンで■
=三

して_テう;合 三中ま
`安

妥曇
=に

そc診

■ヽ具を目 ,コろことが可ことな_ま しtそのア合 Ξ:==F」■つヽこ漏示黒■T■■務でコせ

ら'Fることす
=レ

きt●.・ なら 屋け生ななつt;合 0巨 員ぅこしませ・.

見訂言[所片='=通事まを起こ●なとし 一定C病気こ該当,る と疑われるときは 見■●■■と

なること,あ 言́す

一定●病気■を理■に見E● をF・ り消さ■t万な 弓[取行●
===下

iC負
=等「 `あ

ります.

●|:お よび学科:],C見■  ■ ■取消日がらで草して3年をlJEしてt,な t,場 合,

看員工
==な

どのi[nt11 1,」キ取消ヨがうt算して3二,力に見E● 戸取得した場合)

■ri■■●=.|=F■ ■■ |■ ■■

病名等■ヨ告 ま

`=蜀
りませた

局気を■
=こ =:Fな

ら E=を
=え

る●
=Ⅲ

言されIt■
==け

千さ●2=τ●.

中言,●

「

ナつ■国について きまt;ヽ ま,■●.ま tた,5～ 10三 II‐計されてtヽ ます
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●立の本つかけ
精神保億福祉の分野は障がい橿祉サービス事業所同士で情報を共有したり 眸 神¨建椙・lの課題Jを

設論 検討する機会がなかったこともあり 個々で問題を抱え 解決や支援が充分でない状況でした.

・ 精神障がい者の方が 自らが0そ0生活興場を目指す :' そこで 精神障がい者に関わる事業所同士が

風通しのよい関係をつくり 情報共有や課題が解決できるようにするため 平曖 4年7月 に連絡会を

設立しました。現在25法人が加盟しています.

米当会の前身として 平成13年から精神障害者社会優帰施設を運営する法人で構成する「奏滞会」をスタート.

医療送人 社会福祉法)蓬営の事業所加盟団体であつたため 環なつ組織を立ち上げ障がい者事業所(精神障がい

を対象とする)を通営する法人すべてを加訥 象としました.

■●内容
■月1回 (原則第 3木曜日)加盟事業所の代壺者が集まり連絡会を開催しています。

〈施設見学や職員との意見交換も兼ね 2ケ月に 1回輌 数月)は加菫事業所にて開催。)

●会の会長 副会長

'票
内の事業所を訪日し情報提供を行うと共に 現場の声に

=を
傾けています。

ほか  事業所遣営に関する意見交換 行政との対話 買同等の実施

サービス向上に関する研修 勉強会の実施

会員相互の交流及0 団ヽ体との連携 協力

総会の開催

t,会
`,1■

,
■連絡会には県内い o日事業所から 毎回 10名以上の参加があります.

■毎口 各事業所からの取り組み紹介等 報告の時間を取り 皆で共有できる仕組みがあります。

■欠席された事業所へは 議事録を送付し情報提供を行っています

[′|や と |「 ヽ

“

に ■■t=こ と

事ヽ業所同の積のつながりを大切にする

(風通しのよい厠係づくり)

・ 気軽に相談し問題解決を図れる場

・ 組湾として 意見を集約し提言できる場

,■について
地道な取りlEみによって 力]目団体も徐々に増えてきています。事業所運営や精神障がい者の方への

支援をより良いものにしていくために 多くの事業所と連携をしたいと思っています.

‐新規力0盟El体を募集 しています。会責は無料。詳 しくは事務局までおたすねください。

事務局 四曰市市西日野町20
TEL 059-32

社会福祉法人 四手の里 内

63 FAX 059-322-6833
06-1
0-2ワ
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WRAP(ラ ソフ)とは Weiness Recovery Aoloo P an・ t■ ことで 日本:Бでは「元気回復行動プラ

ンJと訳されています.「元気に役立つ着員壻」をつくることから,合め元気を保ち 調
=が

悪くなってきと

きには元気を回復するために役立つフランを4成していきます.

二重県では この活動を行う□体として 当軍者 精神保健福祉に関する草円職

F皓などによって平成23年5月 に設立されました (H24■4月現[ 会員数28名 )

,WRAP及 びリカバリーの理念を紹介する研修会 WRAPク ラスの実施

`:会
員相互の交流を図るための通信の発行と例会

「全国のWRAPに 間違した団体との連携及うヽ 報交換

WRAPフ ァシリテーターの養成とスキルアップのための研修会の冥詭

ホームベージを通したl.ヨ発信

1対象は主に精神山困難を抱えた方ですが 精神埃憲の罹患の有無を問わず

メンタルヘルスの維有 信遣 リカバリーの促進 こ関心をもつ県Rを 属く対象と

自分に自信が持てるようになつて元気になつた 前向きになれた.

いt'こ とも思いことも受け入れられるようになった.

いt'感じの∋分を振り返ることができ 自分に役立つている.

せ早ヨが
「

がった。弱い自分も強い自分も,きになれた.

ユn説明書 を困つたとまこ読み 切り彗えが早くなった.

W RAP影晰名を問わない.自 分もみんなと曰じなんだと気がつ

いて楽 こなつた.

チャレンジすることで変イとする自分を知つた

研修等でのや間との出会い つながること●‐大切さがわかる.

受 ,身できなく 自分で 取恨説明き をlFる ことができる

シンフルだけど興が浜t,.学びがあつ 考えるだけで元気になる.

学びヴあることで 失敗がなくなる●しが,る。

自分のWRAPは世界に一つだけ。その一つを通して仲罰とのつなが

りIF気限,

詳しくは HPをご覧ください。 Wは APみえ HP htip● ′

落ち込んでいる中でも希菫

を見出せば 浮上することが

できます。VVRAPに はその学

びができます

研修やクラスーつ一つにせ

界違があるので 行動,ラン

と片付けないで 足を踏み入

れてほしいです

リカバリーに際限はない

と感しています.

詞子を扇したときこそ

WRAPを 作り直,チ ャン

ス 1落ち込んだ中でも 前向

きになれます。

WVVW W「 apm e com`

ポランティア 教育関

してtヽ ます

自らの行動プランを作成 ファシリテーターとしても活躍されている方ヘインタビュー|



統合 副司月二～看護師の立場から～
社会医療法人 居仁会 総合心療センターひなが

精神婦 定看勘  行菫,キ帳最J可皓 齢 , 杉獨 進―

★ はじめに ★

精■■に・ |ヽし10年目をDえ ました。精神科救急人鳴5模で罰務Ltおり 多く0=き,と出会いま

す 患者様に≡い表壻でス・・ されますが 治Fの経這と共 こ実顔が見ら・・ るようこなり そして退院され

ま,.看護師は 憲者なの実夢をみることでそれまでの二かつたこと|●

=い
Jこ変わります 右祥・I疫忌

で
'1忌

者様 (病 気 こにかうので ,なく 医

「

スタッフみんなと力をさゎせてJ―ルを目者すこと,
大tT tと思tヽき,.

病棟ては

できれは人院はしたくないもの 服葉の中Jス トレスなど こょる症ケの増思 E饉ほ
=々

です.本人

の意思ではない入院 t● 多 tヽ ●
‐
が現なです _‐ l●・ も辛く 言者

～
も辛ぃ 看講師も同距 [辛 t)● l.●【

入iの必要性を援気よく姜明します そして ≡t_を一ヽ こ考えます、思きなの不安を取り除くため [

最初にどのょうなコ象を与えるかか とでも大■なことです 治療経3ま 'E々に具●●リー定で ょうりま

せんので その方々 [応した看謳を信
‐  います 0の方とヒヘてしまうの,ヽ置ですが E分のヘー

スで員いことを伝えています.そ して 人現治療から,瞑治療 〔移行していきます.看謹Fとして 退時は

とでも道しい出来事です.

家族の方ヘ

局やで壼肇してしヽると |や つまり家長 こまかなわないJと 思うことが多くらします 看ヨ帥がどれだ

け介人してt行えないことでも 家●が対応されると―¨で出来てし言うことも,ゃ まり悪者ξo―彗C
理響者です。だからこそ 感情がストレート[家族へ向 すられる場合もあるのでしょう。そllま 信属さ4
てtヽ るからです.しかし 家族o万 [も岬 があると思いま,そ んな]i3「五スタッフに相談してくた

きtヽ「家 i実だけで預張らなくてもょい そのよう [考えてほしいてT

患者様ヘ

病員とFき合うことは とでも大変なことです。頂張りすぎると 逆 〔

自分自身をコントロールできなくなってしまうこともらブます 誰かにJ
えること 3司

=三
τ標張ることぅ良tヽつではな tヽ でしょうか

`□
った

とき捐 護師や壻τFE=祉 士に相談してくださt、 ひとりでヽ民と問

わなくてもミいので,よ

★ おわりに ☆

精神,看議師としてl rl==肇  [多くのことを亨|ぎせて頂きました

一方■行で,ま 看護は,Iしないこと.―湾に病気と■かい合tヽ 逗境A
の生活L考え 有

=今
な:1問

'児
供できること とでも興深いもので,

〔
じ ,の

|



家族にはこれまでの歴史があります.顔を合わせると様 な々能 がわいてきて「言ゎなくてもいい

こと」を言つてしまいがちです.そ,漠言が相手を齢 的に刺激してしまうことも多くあります。

そうなると「何もElずに黙ってtヽよう」となりがちで ギクシャクした雰囲気になることも。今回
「伝えたいことが旧手にわかるように伝えるJためのコミュニケーション法につtヽて考えきしょう。

「自分 (わたし)」を主語にする

相手の悪いところを指摘するのではなく「自分 (わたい がどう感じているか 何を望んでいるかJ

を言葉にしましょう。口過手 (あなた)はいつもOOだ Jというように相手を主幅にすると 言われた

方はT7撃されたと感じ身構え 反撃したり逃げてしまうことなりま,

意識して言い換えてみることで 自分の感情や菫みに,づくこともできま●.

肯定的な書t坊をする

お互いの関係聴 いと 会話も否定的な言tヽ方が多くなり 聞く方は嫌な気持ちになり 関係はま

すます思化しま,

IB手 (あなた)が主語

〈あなたは)いつも部屋でゴロゴロして。

たヽ なことでこれからどうするつもりなの1

否定的な言い方

あなたは練 をしても□はっかりで守ろう

としない。もう娼用できない。

気持ちに焦点をあてた言い方

頼むから 母さんの言うことを聞いて

少しは動いたらどうなの.

自分 くわたし)が主語

母さん (わたtl(ま あなたのこれ

からのことが3已で仕方がないのよ.

肯定的な言い方

あなたの言うことを信したいけと 今の

話はちょっと鯉 があるように思うよ.

具体的な行動に焦点をあてた言い方

朝起きる時間を決めることからはじめζ

規貝』正しい生活を吹 ほしtヽな。

人の考えは急には変わらないもので ましてや黎族相手に感情的にわ ている時に 肯定的な言葉

はでにくいもので■ 普段から肯定ulな見方や考え方を意識して練習しておくことうま切で■

気持ちではなく具体的な行動に焦点をあてる

相手のう動に反応し3可かを言いたくなったとき まずは自分の気持ちに注目してください。マイナス

感情を相手に投げつけると事態0蓼イとを招きま■ 瓢 吸し 時間をおいて気持ちを整理しましょう.
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